

























































































































宋は 1904年 12月 5日上海から出航し、長崎、神戸、横浜を経て、12月の 13日に東京に到着したという (16)。
黄は 1905年 6月 18日上海から出航し、宋と同じ路線で東京に到着したのは 6月 26日だったという。以上の
情報を分析すると、当時の留学生が船で上海から横浜まで来るのは 6日間かかり、宋と黄のように横浜で一日
(10)  『中華民国開国前革命史』　革命史編輯社　1928年　11月 15日初版　第一冊　p168～ p170　馮自由（ひょうじゆう　1882
～ 1958）は日本生まれの中国民主革命家である。
(11)  当時中国の租界にあった警察署のこと。
(12)  章士釗著　章含之編　『章士釗全集』　第 8巻　「書甲辰三暗殺案」　文漚出版社　2000 年 2 月　p171
(13)  前掲書　『章士釗全集』　第 8巻　「与黄克強相交始末」　p310～ p311
(14)  日本郵船株式会社は、日本を代表する大手 3大海運会社の一つで、三菱商事と共に三菱財閥（現在の三菱グループ）の源
流企業である。国際的には「NYK」として知られている。本稿で述べている内容は 2012年 12月 21日に日本郵船歴史博
物館、館長代理の脇屋伯英から得た情報である。
(15)  黄尊三（こうそんさん　1883～ ?）1905年湖南省派遣公費留学生として留日、『三十年日記』全４冊（『留学日記』、『観奕
日記』、『修養日記』、『辦学日記』）を著した。ここで参考した内容は『三十年日記』第一冊の『留学日記』の全訳である。
『清国人日本留学日記』　さねとうけいしゅう・佐藤三郎共訳　東方書店　1986年　p26～ p29





改めて事件の流れを見ると、1904年 11月 19日に刺殺事件が起こり、翌日の 11月 20日に章は逮捕され、
それに、40日後の 12月 31日に釈放されて東京に向かった。宋教仁と黄尊三がかかった 8日間を参考にし、























る。データは 1907年のもので、章の来日の 1905年と 2年の差があるが、全体的に大きな変化がないと思われ
る。















































































三つ目は章の入学時期のことである。本論第一節では章の来日時間が 1905年 1月 8日前後と判断したが、


















　1902年に入学した 4人のうち 2人が発足二年後の 1904年 7月 16日に卒業し、盛大な式典が挙行された。
当時の清国公使、清国の留学生監督、韓国公使、など重要な人物がこの卒業式に臨んでいた (26)。まだ封建社
会の清国にとって、このような女子教育は大変意味がある進歩だと思われる。２人の卒業生が帰国して間もな






(24)  下田歌子（しもだうたこ　1854～ 1936）は、明治から大正にかけて活躍した教育家、歌人であり、女子教育の先覚者と
言われている。帝国婦人協会を設立し会長となり、実践女学校・女子工芸学校を創立し、実践学園の校長を務めた。
(25) 前掲書　『章士釗全集』第一巻　p180





















介する雑誌であり、1906年 8月 15日に創刊され、1907年 9月の第 10号をもって廃刊となった。第 2号（1907












































































(32)  漱石の年譜では、1910年のこのことに関して、次のように記述している。1910年 6月、胃潰瘍のため 1910年 6月、胃潰
瘍のため長与胃腸病院に入院。8月、転地療養に修善寺温泉菊屋旅館に滞在する。24日大量吐血し危篤状態に陥るが、次
第に回復する。10月、帰京し、長与胃腸病院に入院する。小宮豊隆　『夏目漱石』　岩波文庫　1993年 11月。
(33)  長与称吉（ながよしょうきち 　1866～ 1910）　明治時代の内科医。慶応 2年 1月 7日生まれ。明治 17年ドイツに留学し
胃腸科を専攻。26年帰国 ,29年東京内幸町に日本初の胃腸病専門病院を設立した。31年胃腸病研究会 (のちの日本消化器
病学会 )を創立し ,会長。日本癌研究会理事長もつとめた。明治 43年 9月 5日死去。45歳。長崎県出身。東京大学予備門
卒。（デジタル版 日本人名大辞典 +Plusの解説）
























宋の日記の第 2条に注目すると、病気になって入院した章を見舞いに行く日時は 1907年 1月 9日と分かっ
た。さらに、宋とまだ健康な状態の章がこの前、最後に出会った日が 1906年 12月 15日であることが判明し
ている。すなわち、章の入院時間は 1906年 12月 15日から 1907年 1月 9日の間と考えるのが適切であろう。
さらに、3ヶ月の治療を受けたと章が自ら述べているので、先の入院期間の分析に基づいて退院期間は 1907
年の 3月の中旬から 4月頭までの間と考えられる。この退院時間は『中等国文典』の序章の日付の「丁未二








































































　1905年 8月 20日、章士釗の日本滞在期間は七ヶ月となり、頭山満 (48)が提供した東京赤坂区葵町三番地の
民家の 2階で孫文を代表する興中会と章炳麟を代表する光復会と黄興を代表する華興会が合併し、中国革命同
盟会という孫文を中心に清朝打倒を目指す革命運動の指導的役割を担った政治団体が結社された。同盟会初期























(45)  楊棟廷、秦力山など早期な留学生が創立した組織である。1901年 1月 1日、励志会は上野で新年会を行い、日本側は犬养
毅を代表する重要な人物も参加した。
(46) 当時の留学生が発行した雑誌『湖南遊学訳編』　第二期　p61
(47)  秋謹（しゅうきん、1875～ 1907）は、清朝末期の女性革命家であり、日本での留学経験があり、1907年 7月 15日に革命
の失敗で清朝に処刑された。









































(52) 中村哲夫　『同盟の時代－中国同盟会の成立過程の研究』　人文書院　1992年 3月　p159～ p165
(53)  楊度（ようたく　1875～ 1931）は中華民国の政治家、学者であり、清末は保皇派の一員で、中華民国成立後は、袁世凱
の皇帝即位を推進するために籌安会を組織したことで知られる。晩年は思想を改め、中国共産党に加入した。
(54)  末永節（すえながみさお　1869～ 1960）明治－昭和時代前期の中国革命運動の協力者。明治 2年 11月 12日生まれ。明
治 34年内田良平の黒竜会結成に参加。中国革命同盟会を支援，宋教仁編集の機関誌『民報』の発行人。辛亥革命では革
命軍に参加した。昭和 35年 8月 18日死去。（デジタル版 日本人名大辞典 +Plusの解説）
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(60) 前掲書　『章士釗全集』第 2巻　p227
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29. 丁仕原　『20世紀の鏡：章士釗の論稿』　海南出版社　2001年
30. 丁仕原　『章士釗社会政治思想研究』　湖南人民出版社　2001年
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